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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

応援団用品　のぼり　染め旗　横断幕　のれん　手拭い　ハッピ　

太鼓　祭礼幕　ちょうちん　神社仏閣幕　神社のぼり　社名旗　

鈴緒　劇団幕　マーチングバンド横幕　タスキ　腕章　

ピンバッジ　缶バッジ　ワッペン　演台カバー

【取扱商品】

2020年4月号

～お弁当～

江戸時代、京都では花見や茶会で、重箱に酒肴(しゅこう)料理を詰めた

お弁当が登場しました。そして豊臣秀吉が催した花見の際に持ち込んだ

のが「花見弁当」のはしりとされます。

安土桃山時代、秀吉は絢爛豪華な宴をするため、京都・醍醐寺に700本

の桜を植えたと伝わります。そこで出された料理が、花見弁当の始まりと

されています。その後、江戸時代に入ると民衆の間にもお弁当を食べる

習慣が広まっていきました。

他にも京都には、石清水八幡宮の社僧・松花堂昭乗の名前からとり、

懐石料理の流れをくむ「松花堂弁当」や、京都独自の風習である

「仕出し弁当」があります。 京都では、お客様をおもてなしする際は

家庭料理を出さず、仕出し屋から料理を取り寄せる風習があります。

プロの料理を食べて貰う事が、客人への礼儀という考えがあるからです。

そして仕出し料理を重箱に詰めたことから、仕出し弁当が広まりました。

最近は暗いニュースばかりで気持ちがどんよりしてしまいますが

新型肺炎が一日も早く終息し

来年は桜の下で ゆっくりお花見できることを祈るばかりです。


